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2 )-a) 半規管動眼反射の加齢変化:対象と方法は 1 )と同様でこの回転法では半規管動眼反射のみである。従って
1 )の結果より半規管動眼反射では加齢変化は認められなかった。
2 )-b) 耳石動眼反射の加齢変化:若年者10人(平均年齢28. 1歳)と高齢者 7 人(平均年齢67. 8歳)の 2 群で，被検
者を回転軸上にて回転刺激与える中心性回転刺激と回転軸中心から90cm離して回転させる偏中心性回転刺激を与え




者ではO. 16であり，高齢者の利得O. 14 と若年者と高齢者の聞に有意差は認められなかった。
3 )前庭動眼反射に対する被検者の空間認知による影響の加齢変化について。対象と方法は 2 )の b) と同じでこれ
に加え被検者に以下のような指示を与えた。 a) 眼前60crnの静止近位視標を想定し続けた場合。 b) 眼前 6m の静止
遠位視標を想定し続けた場合。中心性回転による前庭動眼反射の利得は若年者でも高齢者でも暗算負荷時に対し，近
位および遠位視標を想定した場合には有意に上昇した。しかしながら高齢者の遠位視標を想定した場合の利得は若年
者と比べ有意に低く近位視標を想定した場合の利得は若年者と比べ低し、値をとる傾向を認めた。偏中心性回転にる前
庭動眼反射の利得でも同様に若年者でも高齢者でも暗算負荷時より近位および遠位視標を想定した場合は利得は有意
に上昇したものの，遠位視標を想定した場合の利得は若年者と比べ有意に低く，近位視標を想定した場合の利得も若
年者と比べ低い値をとる傾向を認めた。
【総括】
1，仮性ランダム加速回転検査における速度変化の認知率では高齢者は若年者に比して有意に低下するが，前庭動眼
反射の利得には有意差が無いことから，高齢者では内耳前庭機能には加齢変化は認められないが，中枢における求心
性前庭情報の処理の低下ないし遅延が示唆された。 2 ，仮性ランダム回転，偏中心性，中心性回転刺激による半規管
動眼，耳石動眼反射の利得には若年者と高齢者の聞に有意差はなかったことから，半規管，耳石系ともに加齢による
機能低下は認められなかった。 3 ，中心性，偏中心性回転刺激時に，暗所で被検者に地上に静止した近位及び遠位視
標とを想定し回視するようにさせると，高齢者では前庭動眼反射の利得は上昇するものの若年者より低い値であった
ことから，高齢者では空間認知に基づく高次中枢の前庭動眼反射への遠心性修飾の機能低下が認められた。
論文審査の結果の要旨
本研究は，高齢者の平衡機能を，とくに回転刺激時の前庭動眼反射を用い，運動感覚や空間認知などの高次中枢の
関与する感覚面と前庭動眼反射の利得につき比較し反射と感覚の加齢による影響について検討したものである。
まず運動感覚として回転感覚をとりあげ，仮性ランダム加速度回転検査における速度変化の認知率について，高齢
者は若年者に比し有意に低下するが，前庭動眼反射の利得には有意差の無いことを示した。次に空間認知を負荷した
前庭動眼反射に関しては，暗所で偏中心性，中心性回転刺激時に被検者に近位及び遠位視標を想定させると，周囲空
間を意識しない暗算負荷時より近位及び遠位視標想定時，若年者，高齢者共に利得は上昇するが，若年者より低い利
得であることを示した。最後に，偏中心性，中心性振子様回転刺激による半規管動眼，耳石動眼反射の利得には若年
者と高齢者の聞に有意差は無いことを示した。
以上の結果より末梢レベルにおいて，半規管，耳石動眼反射ともに加齢による機能低下は認められないのに対し，
中枢における前庭情報の処理機能の低下と高次中枢の空間認知に基ずく前庭動眼反射に対する修飾の低下が明らかに
なった。
本研究は，高齢者の平衡機能の低下を解明する上で価値ある業績であり，学位を授与されるに値する研究であると
考える。
-148-
